
(57)【要約】

　

【課題】本発明は既存建築物に対して前段取り作業や解

体作業が不要で且つ簡単に後から取付けることが可能で

あると共に特に障子や襖の１枚分の代りに本発明品を柱

などに取付けるだけの簡単な作業で壁状に形成でき、室

内全体が免震可能になる木造建築物用耐震補強部材を提

供することを目的とする。

【解決手段】四角形状の枠体１の各片を蝶番２で連結す

ると共に枠体１の各四隅に面取部1aを設け、対向する面

取部1a間に筋交３をクッション材４が介在されて設ける

構造とする。また枠体１にボルト用の取付穴1bを穿設す

ると良く、枠体１の大きさを半間用の襖或いは障子と略

同一に形成して取付け、且つ枠体１の表裏面に化粧材を

取付けたものとしても良い。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 四 角 形 状 の 枠 体 （ １ ） の 各 片 は 蝶 番 （ ２ ） で 連 結 さ れ る と 共 に 前 記 枠 体 （ １ ） の 各 四 隅
に は 面 取 部 （ 1a） を 設 け 、 対 向 す る 面 取 部 （ 1a） 間 に 筋 交 （ ３ ） が ク ッ シ ョ ン 材 （ ４ ） を
介 在 さ せ て 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と す る 木 造 建 築 物 用 耐 震 補 強 部 材 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 枠 体 （ １ ） に は 、 柱 （ ８ ） ， 土 台 （ ９ ） ， 梁 （ 10） な ど に 取 付 け る た め の ボ ル ト 用
の 取 付 穴 （ 1b） が 穿 設 さ れ た 請 求 項 １ 記 載 の 木 造 建 築 物 用 耐 震 補 強 部 材 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 枠 体 （ １ ） が 半 間 用 の 襖 或 い は 障 子 と 略 同 一 の 大 き さ で あ り 、 且 つ 前 記 枠 体 （ １ ）
の 表 裏 面 に は 、 薄 板 や 壁 紙 の 化 粧 材 （ ７ ） が 取 付 け ら れ た 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 木 造 建 築
物 用 耐 震 補 強 部 材 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 筋 交 （ ３ ） が 、 ロ ー プ ， チ ェ ー ン ， 丸 棒 の 内 の 1つ で あ る 筋 交 部 材 （ 31） と 、 該 筋
交 部 材 （ 31） の 端 部 に 連 結 す る ア イ ボ ル ト （ 32） と か ら 成 さ れ た 請 求 項 １ 記 載 の 木 造 建 築
物 用 耐 震 補 強 部 材 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 筋 交 （ ３ ） が 、 タ ー ン バ ッ ク ル （ 33） と 、 両 端 に ネ ジ 部 を 設 け 且 つ 端 部 が 前 記 タ ー
ン バ ッ ク ル （ 33） に 螺 合 可 能 で あ る 一 対 の ネ ジ 付 き 丸 棒 （ 34） と か ら 成 さ れ た 請 求 項 １ 記
載 の 木 造 建 築 物 用 耐 震 補 強 部 材 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 既 存 の 木 造 建 築 物 の 耐 震 性 能 を 向 上 さ せ る た め に 用 い る 耐 震 補 強 部 材 に 関 し 、
特 に は 障 子 や 襖 を 開 き 、 且 つ そ れ を 取 外 す こ と に よ っ て 、 １ つ の 大 き な 和 室 に 形 成 で き る
木 造 建 築 物 に 対 し て 、 障 子 や 襖 の １ 枚 分 の 代 り に 本 発 明 品 を 柱 な ど に 簡 単 に 取 付 け る だ け
で 壁 状 に 形 成 で き 、 室 内 全 体 が 免 震 可 能 に な る 木 造 建 築 物 用 耐 震 補 強 部 材 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 木 造 建 築 物 の 耐 震 補 強 す る 場 合 に は 、 既 存 の 壁 面 を 補 強 し 、 壁 の 少 な い 広 い 空 間
な ど に 壁 を 新 た に 設 け て 間 仕 切 り し 、 或 い は 柱 の 接 合 箇 所 を 補 強 す る 工 事 が 通 常 の 方 法 で
あ っ た 。 し か し な が ら 、 既 存 の 壁 面 を 補 強 す る 際 に は 壁 面 を 解 体 し な け れ ば な ら ず 且 つ 工
事 終 了 後 に 壁 面 を 仕 上 げ な け れ ば な ら な か っ た 。 特 に 障 子 や 襖 を 開 き 、 且 つ そ れ を 取 外 す
こ と に よ っ て 、 １ つ の 大 き な 和 室 に 形 成 で き る 木 造 建 築 物 に 対 し て 耐 震 補 強 す る 場 合 に は
、 予 め 前 段 取 り を 行 い 、 且 つ 前 段 取 り 作 業 を 終 了 し て か ら で な い と 、 耐 震 補 強 作 業 が 行 え
な い た め 、 日 常 生 活 に 支 障 を 来 た す と 共 に 日 数 が 掛 か り 、 そ の 工 事 費 が 高 価 で あ っ た 。 し
か も 、 耐 震 補 強 を 行 う 場 合 、 骨 組 箇 所 を 固 定 す る の が 一 般 常 識 で あ る た め 、 従 来 の 如 く 筋
交 を 固 定 さ せ て 揺 れ を 防 止 し て し ま う と 、 地 震 で 生 じ た 作 用 力 は 建 物 全 体 に 加 わ る た め 、
強 度 の 弱 い 筋 交 の な い 窓 や 壁 等 に 負 担 が 集 中 し て 掛 っ て し ま い 、 部 分 的 な 補 強 強 度 を 得 る
こ と は 可 能 で あ っ た が 、 免 震 構 造 と す る こ と は 難 し か っ た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 一 方 、 和 室 の 真 壁 に お い て 筋 交 を バ ラ ン ス よ く 配 置 さ せ 、 コ ン パ ク ト に 収 め 、 面 材 の 壁
材 を 切 欠 く こ と な く 直 張 り 出 来 る 木 造 耐 震 用 補 強 鋼 材 と し て 特 開 平 １ １ － ５ ０ ５ ３ ６ 号 が
提 案 さ れ て い る 。 こ れ は 、 従 来 の ホ ー ル ダ ウ ン 金 物 と 従 来 の 筋 交 取 付 用 金 物 を 一 体 化 し た
鋼 製 の 金 物 で あ り 、 こ れ を 使 用 す る 際 は 、 上 下 の 横 架 材 の 梁 や 土 台 の 内 側 で 、 且 つ 左 右 の
柱 間 に 取 付 け る と 共 に 上 下 一 対 と な っ て 使 用 す る も の で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 特 開 平 １ １ － ５ ０ ５ ３ ６ 号 を 用 い 、 左 右 の 柱 間 に 取 付 け て 固 定 す る と 共 に
交 差 さ せ て 筋 交 を 固 定 す る と 、 左 右 の 柱 間 は 補 強 さ れ る が 、 上 記 同 様 に 地 震 で 生 じ た 作 用
力 は 建 物 全 体 に 加 わ る た め 、 強 度 の 弱 い 筋 交 の な い 窓 や 壁 等 に 負 担 が 掛 り 、 建 築 物 の 破 損
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や 倒 壊 の 原 因 と な り 、 免 震 構 造 と す る こ と は 困 難 で あ っ た 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － ５ ０ ５ ３ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 既 存 建 築 物 に 対 し て 前 段 取 り 作 業 や 解 体 作 業 が 不 要 で 且 つ 簡 単 に 後 か ら 取 付 け
る こ と が 可 能 で あ る 木 造 建 築 物 用 耐 震 補 強 部 材 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 他 の 目 的 は 、 障 子 や 襖 で 仕 切 ら れ て い た 複 数 個 の 和 室 が 、 障 子 や 襖 を 開 き 、 且 つ そ れ を
取 外 す こ と に よ っ て １ つ の 大 き な 和 室 に 形 成 で き る 木 造 建 築 物 に 対 し 、 特 に 障 子 や 襖 の １
枚 分 の 代 り に 本 発 明 品 を 柱 な ど に 取 付 け る だ け の 簡 単 な 作 業 で 壁 状 に 形 成 で き 、 室 内 全 体
が 免 震 可 能 に な る 木 造 建 築 物 用 耐 震 補 強 部 材 を 提 供 す る に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 上 記 欠 点 を 解 消 す る た め に 成 さ れ た も の で あ り 、 つ ま り 、 四 角 形 状 の 枠 体 の 各
片 を 蝶 番 で 連 結 す る と 共 に 枠 体 の 各 四 隅 に 面 取 部 を 設 け 、 対 向 す る 面 取 部 間 に 筋 交 を ク ッ
シ ョ ン 材 が 介 在 さ れ て 設 け る 構 造 と す る 。 ま た 枠 体 に ボ ル ト 用 の 取 付 穴 を 穿 設 す る と 良 く
、 枠 体 の 大 き さ を 半 間 用 の 襖 或 い は 障 子 と 略 同 一 に 形 成 し て 取 付 け 、 且 つ 枠 体 の 表 裏 面 に
化 粧 材 を 取 付 け た も の と し て も 良 い 。 更 に 筋 交 と し て 、 ロ ー プ ， チ ェ ー ン ， 丸 棒 の 内 の １
つ で あ る 筋 交 部 材 と 、 該 筋 交 部 材 の 端 部 に 連 結 す る ア イ ボ ル ト と か ら 成 す も の 、 或 い は タ
ー ン バ ッ ク ル と 、 タ ー ン バ ッ ク ル に 螺 合 可 能 で 且 つ 両 端 に ネ ジ 部 を 設 け た 一 対 の ネ ジ 付 き
丸 棒 と か ら 成 す も の を 用 い て も 良 い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 １ の よ う に 四 角 形 状 の 枠 体 （ １ ） の 各 片 は 蝶 番 （ ２ ） で 連 結 さ れ る と 共 に 枠 体 （
１ ） の 各 四 隅 に は 面 取 部 （ 1a） を 設 け 、 対 向 す る 面 取 部 （ 1a） 間 に 筋 交 （ ３ ） を ク ッ シ ョ
ン 材 （ ４ ） が 介 在 さ れ て 設 け る こ と に よ り 、 従 来 の 如 き 部 分 箇 所 の 固 定 に よ る 強 度 補 強 が
行 わ れ る の で な く 、 地 震 に よ る 左 右 の 揺 れ に 対 し て 、 枠 体 （ １ ） が 左 右 の 揺 れ に 追 従 し て
歪 む と 共 に 筋 交 （ ３ ） に 介 在 さ せ た ク ッ シ ョ ン 材 （ ４ ） で 、 地 震 の 作 用 力 を 吸 収 し 、 従 来
の 如 き 強 度 の 弱 い 筋 交 の な い 窓 や 壁 等 に 掛 る 負 担 が 激 減 で き 、 結 果 的 に 免 震 構 造 が 可 能 と
な る の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ２ の よ う に 枠 体 （ １ ） に は 、 柱 （ ８ ） ， 土 台 （ ９ ） ， 梁 （ 10） な ど に 取 付 け る た
め の ボ ル ト 用 の 取 付 穴 （ 1b） を 穿 設 す る こ と に よ り 、 枠 体 （ １ ） の 各 片 が 柱 （ ８ ） 或 い は
土 台 （ ９ ） や 梁 （ 10） に 確 実 に 取 付 け ら れ る た め 、 大 き な 地 震 で あ っ て も 枠 体 （ １ ） 全 体
が 外 れ た り 、 ず れ た り す る こ と が な く 確 実 に 柱 （ ８ ） に 加 わ っ た 力 を 吸 収 し て 緩 衝 さ せ る
こ と が 可 能 な も の と な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ３ に 示 す よ う に 枠 体 （ １ ） を 半 間 用 の 襖 や 障 子 と 略 同 一 の 大 き さ に 形 成 し 、 そ の
表 裏 面 に 薄 板 や 壁 紙 の 化 粧 材 （ ７ ） を 取 付 け る こ と に よ り 、 本 発 明 品 を 障 子 や 襖 で 仕 切 ら
れ て い た 複 数 個 の 和 室 の 柱 （ ８ ） に 設 置 す る と 、 障 子 や 襖 の １ 枚 分 が 壁 状 に 形 成 さ れ 、 見
た 目 も 良 く 、 且 つ 取 付 け る 作 業 も 従 来 の 壁 形 成 作 業 に 比 べ 極 め て 簡 単 で 、 短 時 間 に 完 成 出
来 る と 共 に そ の 耐 震 補 強 効 果 も 大 き な も の と な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ４ に 示 す よ う に 筋 交 （ ３ ） に 、 ア イ ボ ル ト （ 32） と 筋 交 部 材 （ 31） の ロ ー プ を 用
い る こ と に よ り 、 ア イ ボ ル ト （ 32） に 連 結 す る 作 業 が 極 め て 簡 単 と な る と 共 に ロ ー プ の 弛
み 修 正 が 簡 単 に 行 え る も の と な る 。 ま た 筋 交 部 材 （ 31） に チ ェ ー ン を 用 い る と 、 チ ェ ー ン
に 適 宜 な 遊 び を 持 た せ る こ と が 簡 単 で あ る と 共 に 地 震 に よ る 柱 （ ８ ） の 動 き に 対 応 で き 、
地 震 で 生 じ た 作 用 力 を 確 実 に 捕 ら え 、 ク ッ シ ョ ン 材 （ ４ ） で そ の 作 用 力 の 殆 ど を 吸 収 さ せ
る こ と が 可 能 な も の と な る 。 更 に 筋 交 部 材 （ 31） を 丸 棒 と す る こ と に よ り 、 筋 交 （ ３ ） 全
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体 が 一 体 化 す る た め 、 小 さ な 地 震 が 発 生 し て も そ の 作 用 力 を 確 実 に 捕 ら え 、 ク ッ シ ョ ン 材
（ ４ ） で そ の 作 用 力 を 吸 収 さ せ る こ と が で き る も の と な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ５ の よ う に 筋 交 （ ３ ） と し て 、 タ ー ン バ ッ ク ル （ 33） と 、 両 端 に ネ ジ 部 を 設 け 且
つ 端 部 が タ ー ン バ ッ ク ル （ 33） に 螺 合 可 能 で あ る 一 対 の ネ ジ 付 き 丸 棒 （ 34） と か ら 成 す も
の を 用 い る こ と に よ り 、 筋 交 （ ３ ） に 弾 性 力 の 付 勢 が 可 能 で あ り 、 筋 交 （ ３ ） に 遊 び を 持
た せ る こ と も 簡 単 で あ る と 共 に 任 意 の 遊 び 分 の 調 整 が 可 能 な も の と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ は 本 発 明 の 実 施 形 態 を 示 す 図 で あ り 、 こ の 図 に 基 づ い て 説 明 す る 。 （ １ ） は 四 角 形
状 で 且 つ 左 右 上 下 に 歪 ん で 変 形 が 可 能 な 枠 体 で あ り 、 該 枠 体 （ １ ） の 片 に は 、 ２ 本 の 縦 材
（ 11） と 、 ２ 本 の 横 材 （ 12） と が あ り 、 前 記 枠 体 （ １ ） の 各 四 隅 に は 面 取 部 （ 1a） を 設 け
て い る 。 ま た 縦 材 （ 11） を 柱 （ ８ ） に 取 付 け る た め の ボ ル ト 用 の 取 付 穴 （ 1b） を 上 下 部 に
穿 設 し 、 横 材 （ 12） の 中 央 部 に は ボ ル ト 用 の 取 付 穴 （ 1b） を 穿 設 し て い る 。 こ の 時 、 取 付
穴 （ 1b） に は ボ ル ト の 頭 部 が 面 一 に な る よ う な 座 グ リ を 設 け て お く の が 良 い 。 又 、 前 記 縦
材 （ 11） と 横 材 （ 12） を 貫 通 す る 筋 交 用 取 付 穴 （ 1c） が 各 面 取 部 （ 1a） に 穿 設 さ れ て い る
。 ま た 前 記 枠 体 （ １ ） は 木 製 の 角 材 や 金 属 製 の 角 パ イ プ 或 い は 形 鋼 な ど を 用 い る と 良 い 。
更 に 前 記 枠 体 （ １ ） の 大 き さ を 半 間 用 の 襖 或 い は 障 子 と 略 同 一 に 形 成 す る の が 好 ま し い 。
尚 、 図 １ 、 図 ２ に 於 い て 、 前 記 面 取 部 （ 1a） は 横 材 （ 12） の 外 側 に 設 け て い る が 、 縦 材 （
11） と 横 材 （ 12） の 組 合 せ 方 を 変 え て 縦 材 （ 11） の 外 側 両 端 に 面 取 部 （ 1a） を 設 け た も の
と し て も 良 い 。 （ ２ ） は 枠 体 （ １ ） の 各 片 の 両 端 、 つ ま り 枠 体 （ １ ） の 四 角 形 状 の 内 側 四
隅 に 設 け た 蝶 番 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 （ ３ ） は 対 向 す る 面 取 部 （ 1a） 間 に 設 け た 筋 交 で あ り 、 該 筋 交 （ ３ ） は 枠 体 （ １ ） の 内
部 を ２ 本 で 交 差 さ せ て い る 。 ま た 前 記 筋 交 （ ３ ） と し て は 、 図 ４ （ ａ ） に 示 す よ う に １ 本
の ロ ー プ や チ ェ ー ン の 筋 交 部 材 （ 31） と 、 該 筋 交 部 材 （ 31） の 両 端 を 連 結 可 能 に す る ２ 本
の ア イ ボ ル ト （ 32） と か ら 成 る も の を 用 い る と 良 く 、 前 記 ロ ー プ や チ ェ ー ン の 材 質 と し て
は 、 金 属 或 い は 引 張 力 の 強 い 合 成 樹 脂 な ど を 用 い る 。 図 ４ （ ｂ ） は １ 本 の 丸 棒 の 筋 交 部 材
（ 31） と ２ 本 の ア イ ボ ル ト （ 32） と か ら 成 る も の を 用 い 、 前 記 丸 棒 の 両 端 に は 、 ア イ ボ ル
ト （ 32） と 略 同 じ 大 き さ の 穴 を 有 し た 連 結 部 が 設 け ら れ 、 そ の 連 結 部 は ボ ル ト ・ ナ ッ ト （
35） で 締 結 さ れ て い る 。 図 ４ （ ｃ ） は タ ー ン バ ッ ク ル （ 33） と 、 該 タ ー ン バ ッ ク ル （ 33）
と 螺 合 さ せ る と 共 に 他 端 に 右 ネ ジ を 設 け た 一 対 の ネ ジ 付 き 丸 棒 （ 34） と か ら 成 さ れ て い る
。 （ ４ ） は 筋 交 （ ３ ） の 端 部 に 挿 入 す る と 共 に 面 取 部 （ 1a） に 配 置 さ せ た ク ッ シ ョ ン 材 で
あ り 、 該 ク ッ シ ョ ン 材 （ ４ ） と し て は ゴ ム や 弾 力 の あ る 合 成 樹 脂 な ど を 用 い る と 良 く 、 そ
の 形 状 と し て は 四 角 形 や 丸 形 な ど の 厚 み の あ る も の を 複 数 個 重 ね て 用 い る の が 好 ま し い 。
（ ５ ） は ア イ ボ ル ト （ 32） 或 い は ネ ジ 付 き 丸 棒 （ 34） の ネ ジ に 螺 合 さ せ る ナ ッ ト で あ り 、
こ の ナ ッ ト （ ５ ） を 使 用 す る 時 は 、 ク ッ シ ョ ン 材 （ ４ ） の 端 部 に ワ ッ シ ャ を 取 付 け る の が
好 ま し い 。 （ ６ ） は 枠 体 （ １ ） を 取 付 け る 際 に ボ ル ト 用 の 取 付 穴 （ 1b） か ら 柱 （ ８ ） の 取
付 穴 （ 8a） 或 い は 土 台 （ ９ ） や 梁 （ 10） の 取 付 穴 （ 9a） ， (10a)に ボ ル ト （ 61） を 挿 入 し
ナ ッ ト （ 62） を 螺 合 し て 締 結 す る 締 結 部 材 で あ る （ 図 ５ 参 照 ） 。 （ ７ ） は 枠 体 （ １ ） の 表
裏 面 に 取 付 け る 化 粧 材 で あ り 、 該 化 粧 材 （ ７ ） に は 、 枠 体 （ １ ） が 歪 む 際 に 追 従 可 能 で あ
る 薄 板 や 壁 紙 を 用 い る と 良 い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 次 に 本 発 明 の 組 立 て 方 法 に つ い て 説 明 す る 。 先 ず 始 め に 枠 体 （ １ ） の 組 立 て を 行 う 。 先
ず 縦 材 （ 11） と 横 材 （ 12） を 寝 か せ て 図 ２ に 示 す 四 角 形 状 に 組 合 せ 、 そ の 内 側 の 各 四 隅 に
蝶 番 （ ２ ） を 取 付 け る 。 こ の 場 合 、 予 め 図 ３ に 示 す よ う に 縦 材 （ 11） と 横 材 （ 12） を 蝶 番
（ ２ ） で 連 結 し 、 折 畳 ん だ も の を 持 込 み 、 こ れ を 四 角 形 状 に 組 合 せ て か ら 蝶 番 （ ２ ） が 取
付 け ら れ 、 ４ 片 を 連 結 し て も 良 い 。 次 に 筋 交 （ ３ ） を 枠 体 （ １ ） に 取 付 け る 。 こ の 時 は 、
ア イ ボ ル ト （ 32） 或 い は ネ ジ 付 き 丸 棒 （ 34） の 一 端 を 筋 交 用 取 付 穴 （ 1c） に 挿 入 し 、 そ の
後 、 面 取 部 （ 1a） 側 か ら ク ッ シ ョ ン 材 （ ４ ） を 複 数 個 挿 入 す る と 共 に ワ ッ シ ャ が 介 在 さ れ

10

20

30

40

50

(4) JP 2006-249799 A 2006.9.21



て ナ ッ ト （ ５ ） を 螺 合 さ せ 仮 締 め す る 。 こ の よ う に し て 枠 体 （ １ ） の ４ つ の 筋 交 用 取 付 穴
（ 1c） に も そ れ ぞ れ ア イ ボ ル ト （ 32） 或 い は ネ ジ 付 き 丸 棒 （ 34） の 先 端 を 挿 入 し 、 ク ッ シ
ョ ン 材 （ ４ ） を 複 数 個 挿 入 す る と 共 に ワ ッ シ ャ が 介 在 さ れ て ナ ッ ト （ ５ ） を 螺 合 さ せ 仮 締
め し て お く 。 次 に 対 向 す る ア イ ボ ル ト （ 32） の 間 に 、 ロ ー プ 或 い は チ ェ ー ン の 筋 交 部 材 （
31） の 両 端 を 結 び 付 け て 、 そ れ を 取 付 け る 。 す る と 筋 交 部 材 （ 31） は 中 央 で 交 差 し た 状 態
と な る 。 そ の 後 、 筋 交 部 材 （ 31） の 張 り 具 合 を ナ ッ ト （ ５ ） で 調 整 し 、 ナ ッ ト （ ５ ） が 弛
ま な い よ う に ロ ッ ク す れ ば 、 組 立 て 作 業 は 完 了 で あ る 。 一 方 、 前 記 筋 交 部 材 （ 31） に 丸 棒
を 用 い る 場 合 に は 、 そ の 両 端 の 連 結 部 の 穴 と ア イ ボ ル ト （ 32） の 穴 を 合 せ た 後 、 そ の 連 結
部 に ボ ル ト ・ ナ ッ ト （ 35） で 締 結 さ せ て 連 結 す る と 良 い 。 他 方 、 タ ー ン バ ッ ク ル （ 33） と
一 対 の ネ ジ 付 き 丸 棒 （ 34） を 用 い る 場 合 に は 、 ネ ジ 付 き 丸 棒 （ 34） の 一 端 を タ ー ン バ ッ ク
ル （ 33） に 螺 合 さ せ る と 共 に 他 端 を 筋 交 用 取 付 穴 （ 1c） に 挿 入 し 、 ク ッ シ ョ ン 材 （ ４ ） を
複 数 個 挿 入 す る と 共 に ワ ッ シ ャ が 介 在 さ れ て ナ ッ ト （ ５ ） を 螺 合 さ せ 仮 締 め す る 。 そ の 後
、 タ ー ン バ ッ ク ル （ 33） を 回 転 さ せ て 弛 み 具 合 の 調 整 を 行 え ば 良 い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 次 に 本 発 明 品 の 取 付 け 方 法 に つ い て 説 明 す る 。 先 ず 始 め に 組 立 て が 完 了 し た 半 間 用 の 本
発 明 品 を 取 付 け る 場 所 に 運 ん で お く 。 先 ず 柱 （ ８ ） に 、 ボ ル ト 用 の 取 付 穴 （ 1b） が 穿 設 さ
れ た 縦 材 （ 11） を 押 し 付 け て 配 置 さ せ る 。 そ の 後 、 取 付 穴 （ 1b） か ら 柱 （ ８ ） に 向 っ て 携
帯 用 電 動 ド リ ル な ど で 取 付 穴 （ 8a） を 開 け る 。 そ し て ボ ル ト 用 の 取 付 穴 （ 1b） 側 か ら ボ ル
ト （ 61） を 挿 入 し 、 そ の 他 端 に ナ ッ ト （ 62） を 螺 合 さ せ て 仮 止 め す る 。 次 に 横 材 （ 12） の
取 付 穴 （ 1b） か ら 土 台 （ ９ ） 側 や 梁 （ 10） 側 に 向 っ て 取 付 穴 （ 9a） ， (10a） を 開 け る 。 そ
し て 上 記 同 様 に ボ ル ト 用 の 取 付 穴 （ 1b） 側 か ら ボ ル ト （ 61） を 挿 入 し 、 そ の 他 端 に ナ ッ ト
（ 62） を 螺 合 さ せ て 仮 止 め す る 。 こ の 時 、 図 ６ に 示 す よ う に 枠 体 （ １ ） を か も い と 敷 居 間
に 取 付 け る 場 合 に は 、 ボ ル ト （ 61） を 用 い ず 、 釘 だ け を 打 ち 付 け て 取 付 け て も 良 い 。 全 て
の ボ ル ト 用 の 取 付 穴 （ 1b） に 締 結 部 材 （ ６ ） が 取 付 け ら れ た ら 、 本 締 め を 行 う こ と に よ り
取 付 け 作 業 が 終 了 す る 。 尚 、 本 発 明 品 の 取 付 け 方 法 は 、 必 ず し も 締 結 部 材 （ ６ ） を 用 い ず
、 枠 体 （ １ ） が 土 台 （ ９ ） や 梁 （ 10） と の 隙 間 が 小 さ い 時 は 、 接 着 剤 だ け 或 い は 釘 を 併 用
し て 取 付 け て も 良 い 。 こ の よ う に 本 発 明 は 既 存 の 設 備 を 取 り 壊 す 必 要 が な く 、 且 つ 従 来 の
如 き 前 段 取 り 作 業 や 解 体 作 業 が 不 要 で あ る と 共 に 簡 単 に 後 か ら 取 付 け る こ と が 可 能 と な る
。 ま た 見 え る 場 所 の 耐 震 補 強 が 図 ６ に 示 す よ う に 化 粧 材 （ ７ ） を 取 付 け て お く こ と に よ り
、 見 た 目 が 良 い 壁 が 形 成 さ れ 、 和 室 の 耐 震 補 強 と し て 最 適 な も の と な る の で あ る 。 し か も
本 発 明 品 は 取 外 す こ と が 簡 単 で あ る た め 、 部 屋 の 模 様 替 え や 一 時 的 に 広 く し て 使 用 し た い
場 合 に も 対 応 出 来 る も の と な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 次 に 本 発 明 の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。 予 め 図 ５ に 示 す よ う に 本 発 明 品 を 取 付 け て お く 。
先 ず 始 め に 地 震 が 発 生 す る と 、 例 え ば 図 中 の 左 側 の 柱 （ ８ ） が 、 右 に 傾 く と 右 上 が り の 筋
交 （ ３ ） に 引 張 力 が 発 生 し 、 右 下 が り の 筋 交 （ ３ ） に 圧 縮 力 が 発 生 す る 。 す る と 右 上 が り
の 筋 交 （ ３ ） の 両 端 に 設 け た ク ッ シ ョ ン 材 （ ４ ） が 収 縮 し て 、 柱 （ ８ ） に 作 用 す る 力 を ク
ッ シ ョ ン 材 （ ４ ） で 吸 収 す る 。 又 、 前 記 柱 （ ８ ） が 、 左 に 傾 く と 右 下 が り の 筋 交 （ ３ ） に
引 張 力 が 発 生 し 、 右 上 が り の 筋 交 （ ３ ） に 圧 縮 力 が 発 生 す る 。 す る と 右 下 が り の 筋 交 （ ３
） の 両 端 に 設 け た ク ッ シ ョ ン 材 （ ４ ） が 収 縮 し て 、 柱 （ ８ ） に 作 用 す る 力 を ク ッ シ ョ ン 材
（ ４ ） で 吸 収 す る 。 こ の 時 、 枠 体 （ １ ） の 各 片 は 蝶 番 （ ２ ） で 連 結 さ れ て い る た め 、 柱 （
８ ） や 梁 （ 10） な ど の 動 き に 伴 っ て 枠 体 （ １ ） が 歪 み 、 従 来 の 如 く 固 定 さ れ た 補 強 方 法 と
異 な り 、 本 発 明 品 を 設 置 し た 箇 所 で 大 半 の 前 記 作 用 力 が ク ッ シ ョ ン 材 （ ４ ） に よ っ て 吸 収
で き る も の と な る 。 従 っ て 、 従 来 の 如 き 強 度 の 弱 い 筋 交 （ ３ ） の な い 窓 や 壁 等 に 負 担 が 集
中 し て 掛 か ら ず 、 結 果 的 に 免 震 構 造 と な る の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 実 施 形 態 の 組 立 て ら れ た 枠 体 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 実 施 形 態 の 枠 体 を 組 立 て る 際 の 一 例 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
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【 図 ４ 】 本 実 施 形 態 の 多 種 類 の 筋 交 部 分 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 取 付 け 状 態 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 品 が 室 内 に 取 付 け ら れ た 状 態 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 １ 　 枠 体
　 1a　 面 取 部
　 1b　 取 付 穴
　 ２ 　 蝶 番
　 ３ 　 筋 交
　 31　 筋 交 部 材
　 32　 ア イ ボ ル ト
　 33　 タ ー ン バ ッ ク ル
　 34　 ネ ジ 付 き 丸 棒
　 ４ 　 ク ッ シ ョ ン 材
　 ７ 　 化 粧 材
　 ８ 　 柱
　 ９ 　 土 台
　 10　 梁
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【 図 １ 】
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】
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